
尾道市立美木中学校

改善計画

7月 1月

・授業研究を行い、学び
合いを充実させる。

１人１回、学び合いの
ある授業提案を行い、
その後の研修で検証を
行う。

100% 100% 100% 100% A

【成果】
・１２月の授業公開に向けて、２学期に２回５
教科の研究授業を行った。それぞれの授業で研
究授業に向けて、事前検討や教科を超えて授業
の検討を行うことができた。また、模擬授業な
どを行う中で、生徒の思考を深める学び合い活
動について検討することができた。
【課題】
・授業後の検証で、生徒が主体的に学ぶ姿は見
られるが、「話し合い」と「学び合い」の境界
が曖昧で、授業の改善策について検討を深める
ことができなかった。

・授業検討の際に、生徒が「学び合い」を行っ
ている姿についても検討を行い、具体的にどの
ような姿を目指すかについて共有する。

・各教科・各領域におい
て、学習目標達成を見取
る手立てとして、学び合
いの場を設定し、思考
力・表現力を育成する。

学校評価生徒アンケー
ト「話し合う活動を通
して、自分の考えを深
めたり、広げたりする
ことができた。」に肯
定的に回答する生徒の
割合

85% 84% 81% 95% B

【成果】
・すべての教科で生徒同士が意見を交流する場
面や意見を練り合う活動を行うことで、生徒が
自分の考えを深めたり、広げたりすることがで
きた。
【課題】
・生徒同士が意見を交流する場面や意見を練り
合う場面は確保できているが、話し合いの中で
生徒が自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とが十分にできていない。

・国語科が作成した「話し合いサポートシー
ト」を各教科で活用できるようにカスタマイズ
するとともに、それを活用した授業を行うこと
で、生徒が思考を整理し、表現できるようにす
る。
・思考力、判断力、表現力を養うようなパ
フォーマンス課題を各教科が単元内で必ず設定
し、それを達成するための表現活動を意図的に
設定する単元開発を行う。

リーダーの育成と、
お互いを認め合える
集団づくりを進め
る。

・生徒リーダーを中心と
して学校行事や地域行事
への積極的な参加を行う
中で、生徒の自己肯定感
と自己有用感を高める。

学校評価生徒アンケー
ト「自分には良いとこ
ろがあると思う。」
「自分の良さを周囲の
人に認められていると
思う。」に肯定的に回
答する生徒の割合の平
均

60% 65% 73% 122% A

【成果】
・目標値を達成することができた。職場体
験活動、音楽コンクール、文化発表会など
様々な行事を通して、生徒が主体となり、
生徒のリーダー性を育成することができ
た。また、各役割を責任をもって果たす中
で、自己有用感を高めることができた。
【課題】
・目標値を達成できた一方で、否定的に回
答する生徒の割合が約1/4あることが課題
として上げられる。

・ピア・サポートタイムを中心とした人間関係
作りで、生徒同士が互いの思いを認め合えるよ
うにしていくとともに、生徒間でサポートがで
きるような環境作りを継続して進めていく。

・日々の生徒会活動（委員会活動）を活性化
し、リーダーの育成を図る。

学校評価生徒アンケート
「起きる時刻と寝る時刻
を決めて、毎日それを
守って規則正しい生活を
している。」に肯定的に
回答する生徒の割合

70% 74% 72% 103% A

【成果】
・目標値を達成することができた。デイ
リーライフの記録や個人面談などを中心に
生徒の生活状況を把握し指導に繋げること
ができ、生活習慣の定着を図ることができ
た。
【課題】
・目標値を達成できているものの、達成値
は前回よりも下がっており、SNSやゲー
ムによる生活習慣の乱れが心配である。

学校評価生徒アンケート
「学年で定められた家庭
学習時間を達成すること
ができている。」に肯定
的に回答する生徒の割合

70% 43% 50% 71% C

【成果】
・前回よりも達成値を上げることができ
た。学習委員会が学習時間調査を定期的に
実施し、生徒の学習への意識を高めること
ができた。
【課題】
・前回よりも達成値は上昇したが、半数の
生徒が目標値には達していない現状があ
る。

・毎月の学校経営会議で
行事の精選や、スクラッ
プ＆ビルド、業務分担の
見直しや、進度調整等を
行う。

働き方改革アンケート
「生徒と向き合う時間
が確保されている」に
肯定的に回答する教職
員の割合（令和６年６
月本校80%）

82% 100% 93% 113% A

【成果】
・生徒指導事案等に係る対応が組織的な対
応として定着しつつあるとともに、スクー
ルカウンセラーなどの専門的視点を踏まえ
生徒一人一人の個に応じた対応に努めるこ
とができている。
【課題】
・生徒との向き合う時間は確保されてはい
るが、担任によっては積極的な情報をより
発信し、組織対応を図る必要がある。

・生徒と向き合う時間の中で教育相談体制の構
築により、生徒からのSOS等の相談が可能とな
るシステムを養護教諭と連携し構築する。

　

・生徒委員会を中心として、学習時間調査・メ
ディア使用時間調査等を行う。これを通して、
自らの学習状況を客観的に振り返れるようにし
ていく。

・SNSやゲームなどメディアへの関わり方を考
える機会（生徒への啓発活動）を定期的に設け
ていく。

・生徒会の調査やデイリーライフの記録を基
に、面談などを通して、適切に支援を行ってい
く。

・生活習慣など気になることがあれば、学校と
家庭の情報を共有するなど、保護者との連携を
密にしていく。
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b 中期経営目標

豊かな関わり合いの
ある授業を創造し、
生徒の思考力・表現
力を育成する。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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〇教職員の時間外勤務月45時間以下の割合の達成値
が前回より大幅に上がっており、改善されたことが分
かります。
〇特定の教職員による時間外勤務が多い点について
は、役割分担によるものなのか、その個人によるもの
なのか、原因をよく調査する必要がある。

令和７年度　学校評価　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

自立貢献　　　～自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することのできる生徒の育成～

ロ
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か
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力
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〇前回と同じく達成度が高いことはとてもいいことだ
と思います。
〇話し合いサポートシートの積極的な活用を行い、表
現力を育成させている。

a 　ミッション 小中連携教育を基盤とした確かな学力の育成

向上心を持
ち、自ら学
ぶ意欲的な
生徒を育成
する。

a 　ビジョン
・	向上心を持ち、自ら学ぶ意欲的な生徒を育成する。
・	規範意識を身に付け、自他を大切にする生徒を育成する。
・	自己を認識し、将来の夢や目標を立て、その達成に向けて計画ができる生徒を育成する。

教職員一人一人の業
務改善の意識を高
め、担当業務の適正
化に取り組む。

・デイリーライフによっ
て生徒の起床時間、家庭
学習時間、就寝時間を確
認し、担任や学年の教員
を中心にサポートを行
う。また、課題のある生
徒に対しては定期的に生
活習慣を振り返らせ、規
則正しい生活を送ること
への意識を高める。

・毎月の衛生懇話会で、
全教職員の時間外勤務時
間を分析し、勤務時間の
長い教職員への取組を話
し合う。

「時間外勤務時間月
45時間以下の教職員
の割合」（令和６年６
月市中学校平均3
３%）

50%

生徒に三点固定(起き
る時間、家庭学習時
間、寝る時間)をさ
せ、基本的な生活習
慣を確立する。

・各職員に見通しを持った職務の遂行となるよ
う更なる役割分担等による協働を進めていく。

〇前回と比べ達成値が上がっている項目があり、改善
が見られたと思います。
〇学習時間を増やすこと、規則正しい生活を送ること
は生徒の意識次第で大きく改善されると思います。
〇家庭時間の確保については、保護者の意識が重要で
ある。保護者との連携を密に行う必要がある。

25.6% 50.90% 102% A

【成果】
・分掌内における役割分担の実施及び各主
任が進捗状況を把握しサポートする体制づ
くりの構築につながっている。
【課題】
・特定の職員による時間外勤務時間が目標
値より多い状況がある。
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